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表紙「森吉山ダム（もりよしざんだむ）」　秋田県北秋田市根森田
　米代川は、主に秋田県の北部を流れ日本海に注ぐ一級河川・東北地方第五の大河であるが、大雨による反乱
も幾度となく発生し流域の人々の命・財産を脅かす「暴れ川」としての顔も併せもっていました。
　中でも昭和47年７月、戦後最大の大洪水に見舞われ米代川流域に甚大な被害をこうむり、これがきっかけと
なり昭和48年に調査事務所を開設して以来、39年間の期間を要し平成23年度に完成したのが森吉山ダムです。
　発電利用は東北電力・森吉発電所として、平成23年10月運転開始し認可最大出力11,200kW最大使用水量
20㎥/s、有効落差63.4mで立軸フランス水車×１台で発電をされています。

（森吉山ダムはホームページ「森吉山ダムの概要」から引用）

裏表紙「森吉ダム（もりよしだむ）」　秋田県北秋田市森吉字砂子沢下岱
　森吉ダムは森吉山ダムの上流に位置し、三菱マテリアル株式会社（当時　太平砿業株式会社）と秋田県との
共同事業として開発され、昭和27年４月着工、昭和28年10月に川の氾濫防止・発電を目的に完成しています。
　三菱マテリアル株式会社東北電力所の歴史は古く、明治31年に永田発電所、明治40年に碇発電所を運用開始
し、当時、尾去沢鉱山の動力用ならびに付近の民家にも電気を供給した。現在は水力発電所６個所の規模に事
業を拡大し、平成８年から電力会社の送電線に直接接続する「系統連系工事」を実施し、現在に至っています。
　秋田県支部の研修見学会にて訪問した際は、紅葉の時期と重なり、存分に自然の豊かさを体感し満喫できま
した。

裏表紙写真・文：鈴木哲明（秋田県）
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　新春のお慶びを申し上げます。
　昨年は広報委員の多数の入れ替えがあり、何かとお世話になりまして大変ありがとう
ございました。本年も宜しくお願い申し上げます。
　昨年も日本列島は自然災害が多発し、甚大なる被害がありました。会報125号発行後
も猛暑・酷暑と連日暑い夏が続きました。
　９月、強い勢力を維持した状態で台風がつぎつぎと上陸し至る所に大きな爪痕をのこ
しました。更に、北海道で観測史上初めての震度７の地震が発生しました。いずれも甚
大なる被害が発生しました。
　日本は地震国です。今後30年以内に南海トラフ巨大地震が発生する確率が70パーセン
トと言われてから、時は刻々と刻まれ、多くの人々に一抹の不安を抱かせています。し
かし、それでも地震と暮らしていかなければならない。
　自然災害を未然に押さえることは、人間の力では多くを望めないことは事実でありま
す。しかし、設備被害への軽減は可能であることも事実であります。特に、我々は電気
設備の保安管理を生業としている以上、日々安全意識を持ちながら、万全な体制で防災
に望むうえでも、時にはスポーツ等でリフレッシュしながら柔軟に日々を過ごすことが
大切であります。
　昨年、当協会では、ここ数年発生する感電事故の撲滅のため、本部主催の「感電事故
撲滅教育研修会」が山形県支部をかわきりに、最後の10月30日新潟県支部まで、本部の
三役・業務執行理事が現場に赴き、現場の生の声を聞きながら感電事故の撲滅に取り組
まれました。会員ひとりひとりが当研修会の意義を強く自覚する必要があります。
　本年は1964年東京オリンピックから２度目の夏季オリンピック開催前年であり、競技
場が至る所に大きな姿を現し、日々を送るごとに一層お祭り気分に拍車がかかることと
思われます。多くの国民が希望と夢を膨らませています。どうか今年は自然災害がない
平穏な日々であるように、せめて本番だけはと切実に思います。
　また、昨年、本部主催で実施した「感電事故撲滅教育研修会」の成果が試される年でも
あります。大きな成果として無事故の年であるようにご祈念し年頭の挨拶といたします。

広報委員長　後　藤　長　生


